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食料安全保障強化に向けた水稲品種開発

農研機構 中日本農業研究センター　水田利用研究領域 作物開発グループ

上級研究員　長岡　一朗

１．はじめに１．はじめに

　2024 年に食料・農業・農村基本法が 4 半世紀ぶりに改正され、これを受けて 2025 年に

新たな食料・農業・農村基本計画が策定された (農林水産省 2024、農林水産省 2025a)。改

正後の食料・農業・農村基本法（以下『改正基本法』）においては「食料安全保障の確保」、

「環境と調和のとれた食料システムの確立」、「多面的機能の発揮」、「農業の持続的な発展」、

「農村の振興」の 5つの基本理念が掲げられており、これに基づいた具体的な施策の方向性

を示したものが新たな食料・農業・農村基本計画である。第 1 の柱に位置付けられている

「食料安全保障」は、改正基本法において『良質な食料が合理的な価格で安定的に供給され、

かつ、国民一人一人がこれを入手できる状態』と定義されており、その確保が図られなけ

ればならないものと規定されている。

　食料安全保障が強調されるに至った背景としては世界的な食料事情の不安定化や気候変

動リスクの増大等によりその確保について様々な課題に直面しているためであるが、国内

に目を向けると、基幹的農業従事者（15 歳以上の世帯員のうち、ふだん仕事として主に自

営農業に従事している者）は、2000 年には 240 万人であったものが 2024 年には 111 万人

と半減している状況である ( 農林水産省 2025a)。水稲生産者についても 2015 年からの 5

年間で約 25％減少しているが、一方で農地の集積が進展しており、2000 年には 1.7% であっ

た作付面積 15ha 以上の生産者のシェアは 2020 年には 27.2% となり、25.5 ポイント上昇し

ている ( 農林水産省 2025b)。この傾向は今後も続くと想定されることに鑑みると、持続的

な水稲作を実現するためには一層の生産性向上を図る必要がある。

　水稲は規模拡大により生産コストの低減を図ることが出来る作物ではあるが、10a 当た

りの収量を見ると、20ha 以上の作付規模では 10～20ha の作付規模に比べてやや低い傾向

にある ( 農林水産省 2025b)。大規模な生産者は直播栽培等の低コスト栽培技術を組み込ん

でいる場合も多いため生産コストそのものは低減される傾向にあるが、今後更に集積が進

むことで現状と同じ水準の生産量を総体として確保することが難しくなる可能性もある。

大規模生産者各々が受け入れることが出来る農地にも限度があることや物価上昇の影響等

も踏まえると、より一層の生産コスト低減を図りつつ必要十分な生産量を確保するために

は、栽培しやすい多収品種の導入が不可欠である。

　また、顕在化する温暖化の影響も避けては通れない。我が国の年平均気温は上昇傾向

にあり、2023 年から 2024 年にかけて 2 年連続で観測史上 1 位を更新している ( 気象庁 

2025)。水稲は登熟期に高温に遭遇すると玄米の一部または全部が白濁した白未熟粒の発

生が増加するリスクが高まる ( 農林水産省 2025c)。白濁部位は光合成同化産物の蓄積が

不十分となったために生じるが ( 森田 2008)、構造的に脆いため精米歩留まりの低下を招

くことから農産物検査において玄米等級の低下要因となり ( 農林水産省 2001)、精米流通

量の減少や取引価格の下落に繋がる。2023 年には特に北陸地域を中心に災害級の高温とな

り、「コシヒカリ」の一等米比率の大幅な低下による経済的被害が起きたことは記憶に新
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しい。最近の水稲生育収量予測モデルによれば、最悪の場合、白未熟粒の発生率は今世紀

半ばには 20％、今世紀末では約 40％に達する可能性があると予想されている (Ishigooka

ら 2021)。移植期の変更や適切な施肥管理といった被害軽減のための栽培技術の採用はも

ちろん重要かつ有効であるが、登熟期が高温であっても比較的白未熟粒発生が少ない高温

耐性品種の導入は特に効果的である。

　コメの食料安全保障の強化に資する水稲品種開発においては、多収性と高温耐性の付与

はまず考えるべき必須の育種目標である。

２．収量性と高温耐性に優れた「にじのきらめき」２．収量性と高温耐性に優れた「にじのきらめき」

　最近、農研機構が開発した「にじのきらめき」(長岡ら 2020) が注目を集めている。

　「にじのきらめき」は 2018 年に品種登録出願された水稲品種である ( 出願番号 32954)。

育成地（新潟県上越市）においては、出穂期は「コシヒカリ」とほぼ同じで、稈長は「コ

シヒカリ」に比べて 25cm 程短い ( 表 1、写真 1)。「コシヒカリ」に比べて玄米千粒重が 2g

佐藤ら (2019) 縞葉枯病抵抗性を備え業務用米に向く多収・良食味水稲新品種「ほしじる

し」の育成. 農研機構研究報告次世代作物開発研究センター. 2: 35-51. 

 

 

 

 

 

 

表 1 「にじのきらめき」の諸特性 

 

注）長岡ら(2020)より抜粋して作成。窒素施肥量：6kg/10a(標肥栽培)、9kg/10a(多肥栽培)。 

 

 

 

 

写真 1 「にじのきらめき」（上）と「コシヒカリ」（下）の稲株 

 

  

出穂期 成熟期 稈長 玄米 収量 玄米
収量 比率 千粒重

(月.日) (月.日) (㎝) (㎏/10a) (%) (g)
標肥栽培
にじのきらめき 8.05 9.18 71 719 115 24.6

コシヒカリ 8.05 9.14 96 627 100 22.4
多肥栽培
にじのきらめき 8.06 9.19 74 758 129 23.9

コシヒカリ 8.04 9.15 101 589 100 21.7

品種名
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程大きく、1 割以上多収で、炊飯米の食味は「コシヒカリ」と同等である ( 表 1、表 2)。

白未熟粒の発生は「コシヒカリ」より少なく (写真 2)、高温登熟性（高温耐性と同義）は“や

や強”である。倒伏に強いため栽培しやすく、直播栽培にも適する (写真 3、写真 4)。また、

イネ縞葉枯病に対して“抵抗性”であるため、本病の発生が懸念される米麦二毛作地帯で

の作付にも適性がある。

　多収品種や高温耐性品種への関心の高まりを受けて本品種への需要は非常に高まってお

り、急速に普及が進んでいる。2020 年には産地品種銘柄 1 県、検査数量 660t 余りであっ

た農産物検査実績は、2025 年にはそれぞれ 25 県、130,000t 以上という水準に至っている 

( 図 1)。

　「にじのきらめき」は収量性と高温耐性を兼ね備えていることからコメの食料安全保障強

化に貢献する品種であると考えられ、今後も一層普及が進むことが期待される。

表 2 「にじのきらめき」の食味 

 

注）長岡ら(2020)より抜粋して作成。 

  基準(0)は日本晴とし、食味試験用に別圃場で標肥栽培したものを使用した。 

  各項目は、基準と比較してより優れる方が+として評価した。ただし、なめらかさはよりなめらかな

方が+、粘りは粘る   方が+、硬さは硬い方が+とした。

 

 

 

 

 
写真 2 「にじのきらめき」（左）と「コシヒカリ」（右）の玄米外観 

 

 

 

 
写真 3 「にじのきらめき」（左）と「コシヒカリ」（右）の草姿 

 

  

総合評価 外観 香り うま味 なめらかさ 粘り 硬さ
(-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-3～+3) (-3～+3)

にじのきらめき 1.12 1.09 0.61 0.95 1.03 1.23 -0.91
コシヒカリ 0.97 1.02 0.45 0.86 0.82 1.06 -0.57

品種名
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写真 4 「にじのきらめき」の直播圃場の様子 

 

 

 

 

図 1 「にじのきらめき」の農産物検査数量の推移 

注）2025 年 11 月 30 日時点までの農産物検査結果に基づき作成。 

 

 

00

44

88

1122

1166

2200

2244

2288

00

2200,,000000

4400,,000000

6600,,000000

8800,,000000

110000,,000000

112200,,000000

114400,,000000

22002200 22002211 22002222 22002233 22002244 22002255

産産
地地

品品
種種

銘銘
柄柄

設設
定定

県県
数数

検検
査査

数数
量量

((
tt
))

検査数量

銘柄設定県数

 

写真 4 「にじのきらめき」の直播圃場の様子 

 

 

 

 

図 1 「にじのきらめき」の農産物検査数量の推移 

注）2025 年 11 月 30 日時点までの農産物検査結果に基づき作成。 

 

 

00

44

88

1122

1166

2200

2244

2288

00

2200,,000000

4400,,000000

6600,,000000

8800,,000000

110000,,000000

112200,,000000

114400,,000000

22002200 22002211 22002222 22002233 22002244 22002255

産産
地地

品品
種種

銘銘
柄柄

設設
定定

県県
数数

検検
査査

数数
量量

((
tt
))

検査数量

銘柄設定県数

表 2 「にじのきらめき」の食味 

 

注）長岡ら(2020)より抜粋して作成。 

  基準(0)は日本晴とし、食味試験用に別圃場で標肥栽培したものを使用した。 

  各項目は、基準と比較してより優れる方が+として評価した。ただし、なめらかさはよりなめらかな

方が+、粘りは粘る   方が+、硬さは硬い方が+とした。

 

 

 

 

 
写真 2 「にじのきらめき」（左）と「コシヒカリ」（右）の玄米外観 

 

 

 

 
写真 3 「にじのきらめき」（左）と「コシヒカリ」（右）の草姿 

 

  

総合評価 外観 香り うま味 なめらかさ 粘り 硬さ
(-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-3～+3) (-3～+3)

にじのきらめき 1.12 1.09 0.61 0.95 1.03 1.23 -0.91
コシヒカリ 0.97 1.02 0.45 0.86 0.82 1.06 -0.57

品種名



－ 14 －

３．収量性や高温耐性の向上に向けて３．収量性や高温耐性の向上に向けて

　「にじのきらめき」は有望な品種ではあるものの、更なる大規模化や温暖化が予想される

将来に備え、そのスペックを底上げしていくことが求められる。

　「にじのきらめき」の収量性は「コシヒカリ」との対比でみれば「とよめき」( 平林ら 

2024) には及ばないため、まだその水準を高める余地はあると考えられる。そのためには

玄米千粒重を大きくする、1 穂当たりの籾数や 1 株当たりの穂数を増やすといったいわゆ

るシンクを増大させる改良が必要である。

　高温耐性を向上させる手段としては、Apq1(Murata ら 2014) は注目すべき遺伝子である。

インド型品種から見出されたこの遺伝子は登熟期が高温であっても白未熟粒の発生を抑制

する効果があり、富山県ではこの遺伝子を活用して「富富富」( 村田ら 2022) を開発して

いる。Apq1 は複数の遺伝背景において単独で効果をもたらすことが報告されていることか

ら (村田ら 2024)、Apq1 を利用することで現状“やや強”クラスである「にじのきらめき」

の高温登熟性のランクアップが期待される。特に先述のようなシンクの増大に伴い籾 1 粒

あたりに配分される光合成同化産物の量が制限されて白未熟粒の増加に陥るリスクが高ま

るため、多収化を図るうえでも積極的に導入を検討すべきであろう。

　一方、「にじのきらめき」は遍く国内で作付出来る品種ではないし、大規模経営におい

ては作期分散が欠かせないため、全ての生産者に品種の恩恵が行きわたるようにするため

には早生から晩生までの品種のラインナップを充実させる必要がある。「コシヒカリ」熟

期である「にじのきらめき」より早生あるいは晩生の多収品種としては「つきあかり」(笹

原ら 2018) や「ほしじるし」(佐藤ら 2019) 等があるが、これらは高温耐性が不十分であ

ることから、これを改良して早生版あるいは晩生版の「にじのきらめき」と言えるような

品種を揃えていくことが必要である。

　ところで、これまでの育種とは違った角度からのアプローチにも一考の価値がある。最

近の水稲生育収量予測モデルによれば、温暖化の更なる進展により、白未熟粒の増加に加

えて収量の低下が顕在化する可能性が指摘されている (Ishigooka ら 2021)。収量のポテン

シャルを最大限に発揮できる気温には品種間差があり、インド型品種のそれは日本型品種

に比べて 3 度程高いことが報告されている ( 長田ら 2016)。従って、将来特に温暖化が進

行した場合、例えば「北陸 193 号」(Goto ら 2009) のようなインド型品種の導入は減収の

リスクを回避する一助となるかもしれない。しかしながら、インド型品種は収量性は高い

ものの、例えば食味が不十分である、脱粒性があるといった、そのまま普及させるには障

害となる不良形質を抱えている。減収するようなシナリオの実現はもちろん回避されるべ

きだが、万が一に備えてインド型品種の不良形質を日本で受け入れやすいように改善して

いくことには意義があると考えられる。

４．終わりに４．終わりに

　本稿では主に収量性や高温耐性について言及してきたが、病虫害等に対する耐性や抵抗

性の付与および強化はもちろん欠かせないし、用途によっては加工適性も求められるため、

育種目標は多岐にわたる。また、例えば大平・石丸 (2025) が直播栽培において適切な管

理を行うことで移植栽培に近い水準の収量性を確保できることを報告しているように、品

種のポテンシャルは優れた栽培技術があってこそ最大限に発揮され得る。コメの食料安全
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保障強化を力強く推進するためには、品種開発と栽培技術が両輪として技術的基盤となり、

一層の深化を図ることが重要であろう。
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水稲直播研究会 中央委員 

（公財）日本植物調節剤研究協会 技術顧問 

渡邊　寛明 

はじめに 

 2023 年度の水稲直播栽培は全国の水稲作付面積の約 2.9%に当たる 38,638ha であ

り（農林水産省穀物課 2025），早晩 4 万 ha を超えると見込まれている。「直播栽培で

は雑草防除が課題」とされるが、この直播水田の雑草防除を担っているのが水稲用除

草剤である。直播栽培面積が 1 万 ha を超えたばかりの 2000 年代初頭には、水稲直

播に適用がある除草剤として、ピラゾレート粒剤、イマゾスルフロン・エトベンザニ

ド・ダイムロン粒剤、ベンチオカーブ乳剤、トリフルラリン粒剤、シハロホップ乳剤，

ベンタゾン液剤など 44 剤が紹介された（児嶋 2003）。その後の直播栽培が順調に普

及したことにより、農薬メーカー各社による直播登録拡大が進み、現在は豊富な除草

剤のメニューが提供されている。2025 年 3 月 12 日現在、水稲直播に適用がある除草

剤は 619 剤もある（阿部 2025）。これらのうち水稲播種前（耕起前を含む）や収穫後

に使用する除草剤が 46 剤、水稲播種後の作付け期間中に使用する剤が 573 剤である

（表-1）。 

表-1 水稲直播に適用がある除草剤（2025 年 3 月現在） 

以下の処理早限が設定されている除草剤 剤数 その他の処理時期が設定されている除草剤 剤数 

 播種後 ～ ２８ 
 代かき ～ 播種前 （湛直）   ７ 

 稲出芽始 ～  ３ 

稲出芽揃 ～ １９ 
乾田期 （乾直） １６ 

稲1葉期 ～ ４３１ 

 稲1.5葉期 ～   １５ 
耕起前、播種前、稲出芽前 ３０ 

 稲2葉期 ～  ７ 

中・後期（湛直・乾直） ５４ 稲収穫後 （湛直、乾直） ９ 

阿部（2025）より 

 これほど多くの除草剤が直播栽培で使用されているにもかかわらず、現在でも直

播栽培での雑草防除は難しいとされ、新たに直播栽培に取り組もうとする生産者の

不安材料となっている。除草剤の雑草に対する除草効果（薬効）と水稲に及ぼす影響

（薬害）は気象条件（気温、水温、降雨など）、圃場条件（圃場面積、土性、均平度）、

田面水の状況（水深、減水深）、雑草や水稲の生育状況（出芽深、葉齢、生育ステー

ジ）などによって変動するが、直播栽培ではそれら環境条件の影響が移植栽培に比べ

てより大きく働き、僅かな状況の変化、誤認や不注意等により想定していたよりも残

水稲直播栽培における除草剤を利用した雑草防除の基本 
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草が多くなったり、水稲実生が致命的な影響を受けたりすることがある。ここでは著

しい効果不足や薬害発生を避けるために気を付けなければならないことを整理した

い。直播栽培で雑草防除がうまくできなかった、あるいはこれから直播栽培を始めて

みたいといった生産者に向けて、雑草防除に対する不安を少しでも取り除くことが

できれば幸甚である。 

なお、本稿は、水稲の出芽・苗立ちや生育制御が適正になされていることを前提と

して、雑草防除のあり方を解説するものである。水稲直播栽培の現場では、水稲の出

芽・苗立ちや生育が不十分なところで雑草が繁茂することが多い。まずは直播栽培に

関する各種の栽培マニュアルや地域の普及指導等にしたがって、基本的な栽培技術

の励行に努めていただきたい。また、ここで扱う除草剤の効果、薬害に関する解説は、

主に湛水直播栽培で使用される除草剤について述べたものであり、近年関心が高ま

っている乾田直播栽培での除草剤利用の注意点については十分ではないので、その

点は何卒ご容赦願いたい。 

 

直播栽培の雑草防除が難しい理由 

 除草剤を使用したにもかかわらず雑草が繁茂し、時に著しい薬害が生じるのはな

ぜか。それらの要因に関係しそうな直播栽培の特徴とされる 4 つの項目について概

説する。 

 

（１） 雑草と水稲がほぼ同時に（しばしば雑草が先行して）出芽、生育する 

 除草剤は雑草を防除するための薬剤（農薬）であり、植物の生育・成長を制御する

働きがある。水稲も雑草も植物なので、両者ともに除草剤の影響からは逃れられない。

移植栽培では 2～3 葉期の水稲苗を植え付けるので、移植後に出芽する雑草よりも水

稲の生育が先行して進む。そのため、水稲と雑草の生育差は大変大きく、この生育差

が大きい時期に除草剤を処理することにより安全で有効な雑草防除が可能となって

いる。しかしながら、水稲と雑草が同時に出芽する直播栽培では、両者の大きな生育

差は期待できない。そこで、直播栽培では除草剤が水稲と雑草に及ぼす影響の僅かな

違いを利用する。そのため水稲除草剤の使用にあたっては、防除対象である雑草と保

護すべき水稲の両者の生育ステージをよく見て、そのベストなタイミングで使用す

る必要がある。除草効果を確実なものとするには雑草の生育が進み過ぎない時期に

除草剤を使用することはもちろんであるが、直播栽培で最初に使用する除草剤は水

稲実生がまだ幼い時期に使用するので、除草剤による水稲への薬害を回避するため

にも水稲の生育状況をよく観察する必要がある。 

 ここでは作物としての水稲と雑草としてのノビエの葉齢進展について解説するが、

両者の葉齢の数え方に違いがあるので触れておきたい。水稲もノビエもイネ科植物

であり、どちらも土壌中で発芽後にまず子葉鞘（鞘葉, coleoptile）を伸ばして土壌

表面に現れるところは同じである。その子葉鞘の後に出てくるのが第 1 葉である。イ

ネ科植物の葉は、葉鞘（茎を抱くような筒状の部分）と葉身（葉鞘の先に平たく展開
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する部分）から成る。ただし、水稲の第 1 葉（子葉鞘の次に出てくる葉）は、葉身部

分がごく小さく肉眼では認められない。このため、イネの第 1 葉は「不完全葉」と呼

ばれることもある。除草剤ラベルに記載されている水稲の葉期はこの不完全葉（本来

の第 1 葉）を数えない。すなわち子葉鞘の次に出てくる不完全葉ではなく、その次に

出てくる完全葉（本来は第 2 葉）を第 1 葉としている（阿部 2025）。 

 水稲用除草剤のラベルに記載されている適用表には、その除草剤の直播栽培での

使用時期として「稲 1 葉期～ノビエ 3 葉期 但し、収穫 90 日前まで」などと表記さ

れている（図-1）。「稲 1 葉期～ノビエ 3 葉期」は薬効・薬害の面から示された効果的

で安全な使用時期であり、「収穫 90 日前まで」は作物残留の面から定められた処理晩

限である。前者の処理早限「稲 1 葉期」はこの時期よりも早い処理では水稲に薬害が

生じるリスクがあることを示し、処理晩限「ノビエ 3 葉期」はこの時期よりも遅い処

理では残草のリスクがあることを示す。また、処理早限が圃場内で生育している水稲

の平均的な生育ステージ（平均葉齢）を指すのに対して、処理晩限は最も生育が進ん

でいる雑草の生育ステージ（最大葉齢）を指す。これは、雑草の最大葉齢と水稲の平

均葉齢を目安に除草剤を処理した圃場試験の結果に基づいて使用基準が定められて

いるからである。処理晩限は雑草の平均葉齢を示すものではないので、畦畔から圃場

内に生えているノビエを見て多くのノビエ個体が 3 葉期であった場合、圃場内には

最大葉齢が 3 葉期を超える個体も生育していることを考慮して処理時期を決定する

必要がある。 

 

 

図-1 除草剤のラベルに記載される使用時期の 1 例 

 

 

播種前に行われる種子予措（浸種、催芽など）にもよるが、水稲の発芽は播種時を

起点とし、播種後の積算温度により水稲の出芽、生育を予測することが多い。一方、

前年より埋土種子として圃場内にて出番を待つ雑草種子は、圃場の耕起、入水、代か
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きを契機に発芽を始め、土壌表面に順次出芽してくる。雑草種子の発芽も草種ごとに

異なる積算温度で制御されるが、その積算の起点は水稲の播種時期よりも早い時期

となる。代かき作業によって出芽した雑草実生は一旦リセットされるが、それらが代

かき後に再生することもある。このように、水稲の発芽は播種時を起点としてスター

トし、雑草の発芽は代かき（あるいは耕起）を起点としてスタートする。以上のこと

から、雑草の出芽・生育が水稲よりも先行することが普通に起こり得る。さらに、代

かきから水稲播種までの期間が長かったり、播種後の低温により水稲の出芽が遅れ

たり、水稲の播種深度が深かったりすると、水稲の出芽が大幅に遅れることによって

雑草の出芽、生育が大きく先行することとなる。その結果、ノビエの出芽、生育が先

行して水稲 1 葉期（平均葉齢）にはすでにノビエ 3 葉期（最大葉齢）を過ぎてしまう

こともある。そのような場合には使用時期「水稲 1 葉期～ノビエ 3 葉期」の除草剤を

使用する時期が設定できないので、ノビエの早期の発生を抑えておくための前処理

が必要になる。直播栽培の雑草防除では、適切な種子予措を行う、代かきから水稲播

種までの期間をできるだけ空けない、適切な播種深度や播種後の水管理により速や

かな水稲の出芽を促す、といった雑草の発生、生育を先行させない工夫が大切になる。 

公益財団法人日本植物調節剤研究協会（植調協会）が取り纏めている水稲用除草剤

の適用性試験（直播水稲）の結果から、カルパーコーティング湛水土中湛水直播栽培

（以降は、カルパー湛水土中直播）における水稲とノビエの葉齢進展の比較を示した

のが図-2 である（小山 2016）。これによると、水稲の葉齢はノビエの葉齢よりも温

暖地以西では 0.5～1.5 葉、寒冷地以北では 1.5～2.5 葉遅れて進展する傾向がみら

れた。 

 

 

図-2 カルパー湛水土中播種におけるイネとノビエの葉齢進展の比較 

（小山 2016）より 
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西南地域に比べると寒冷地以北では水稲播種後の気温が低温で経過することによ

り、水稲の葉齢進展に多くの日数を要すること、気温の影響はノビエに比べ水稲の葉

齢進展で大きいことを示している。また、鉄コーティング表面播種栽培（以降は、鉄

コーティング直播）では、水稲とノビエの葉齢進展の差はカルパー湛水土中直播より

もさらに 2～4 日大きくなるとしている。筆者も植調協会が行う水稲除草剤の適用性

試験の結果から、水稲葉齢が 1 葉期の時のノビエ葉齢が 4 葉期を超える事例を確認

している。除草剤を用いて雑草防除を行う場合、以上のことを十分に考慮して除草剤

を選択し、適切な処理時期に使用することが重要である。 

 

（２） 水稲の株元が浅い 

 移植栽培では水稲の株元は移植深 2～4cm に植えられる。これに対して湛水直播栽

培の播種深度は 0～1cm が多く、当然ながら水稲の株元は浅くなる。株元が浅いほど

イネは倒伏しやくなるが、除草剤利用の面でも株元の位置は重要である。 

除草剤（土壌処理型）の散布後に土壌表面から数ミリメートル以内のごく表層に除

草剤濃度が極めて高い「処理層」が形成されるが、移植水稲の株元はそれよりも深く

なるので、主に根から吸収される除草剤は水稲に吸収され難い。移植水稲が除草剤の

影響を受け難い理由の一つである。湛水直播にはいくつかの方式が開発されている

が、それぞれの方式毎に目標とする播種深度が設定されている。水稲種籾に過酸化カ

ルシウム粉粒剤を粉衣して代かき後の土壌中に播種するカルパー湛水土中直播では、

1cm の深さを目安に播種される（水稲直播研究会 2019）。水稲種籾に鉄粉を粉衣して

代かき後の土壌表面に播種する鉄コーティング直播では、鉄の重みで少し埋没する

ことから 0～0.5cm の播種深度となる(農研機構近畿中国四国農業研究センター 

2010)。粉衣資材を用いず素籾をそのまま播種する無コーティング種子代かき同時浅

層土中播種栽培では、代かき直後の土壌表面に素籾を播種した上から鎮圧ローラー

でごく浅く覆土されるため、播種深度は 0～0.5cm となる（農研機構東北農業研究セ

ンター 2023）。鳥取県で開発された催芽籾湛水散播栽培では、水稲の催芽籾が軽いた

め田面のほぼ土壌表層にとどまるとされる（芝野・福見 2023）。酸化鉄（べんがら）

とモリブデン化合物を含む被覆資材を種籾に被覆して代かき後の水田に播種するべ

んモリ直播では、カルパーコーティング湛水土中播種よりも少し浅めに播種した方

が良いとされる（農研機構九州沖縄農業研究センター 2016）。以上の 5 つの湛水直播

の方式を播種深度が深くなる順で並べると、カルパー湛水土中直播（0.5～1cm）＞べ

んモリ直播（0.2～0.8cm）＞鉄コーティング直播＝無コーティング種子代かき同時浅

層播種＝催芽籾湛水散播栽培（0～0.5cm）となる。特に、鉄コーティング直播、無コ

ーティング種子代かき同時浅層播種、催芽籾湛水散播栽培の 3 方式は、地表下 0～

0.5cm、すなわち除草剤濃度が極めて高くなる土壌表層数 mm の除草剤処理層に種籾

が置かれるので、除草剤が吸収されやすく薬害が生じやすい状況となる。 

 以上のことから、土壌表面や表面直下に播かれる播種法では、直播栽培に適用があ

る除草剤のなかでも特に水稲に対する安全性が高い除草剤の選択が望ましい。植調
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協会では、水稲直播での適用を目指す除草剤について、カルパー湛水土中播種と鉄コ

ーティング直播の 2 方式での直播作用性試験で基本性能を把握し、その結果を参考

にしながら直播水稲の適 2 試験（圃場試験）を行って実用性を評価している。植調協

会ホームページの技術情報ページに「直播水稲表面播種（鉄コーティング種子）にて

実用性が確認された薬剤」が掲載されているので、直播栽培の様式に合わせた除草剤

の選択に役立ててもらいたい。なお、土中播種とされる直播様式であっても、播種時

の圃場条件（田面水の有無、水深、代かき土壌の固さ、圃場の均平度）、播種器材（播

種機、動噴、ラジコンヘリやドローン）、播種様式（散播、条播、点播）により種籾

が置かれる深さが想定とは異なる場合がある。播種後に圃場をよく観察して、種籾の

多くが土壌表面に播かれていることが確認された場合には、より安全性の高い除草

剤の使用が望まれる。 

 湛水直播栽培では、以上の直播方式の他に、シンジェンタジャパン株式会社が提供

する直播栽培向けの種子処理剤コーティング委託加工サービス（リゾケアⓇXL）があ

る（立川 2023; 池田 2025）。生産者が播種する予定の水稲種籾に過酸化カルシウム

粉粒剤とメタラキシルＭ液剤（殺菌剤）およびシアントラニリプロール水和剤（殺虫

剤）をあわせてコーティングするサービスで、提供されたコーティング種子は様々な

播種法で利用することが可能である。したがって、それぞれの播種深度に応じた除草

剤の選択が重要となる。 

 

（３） 要防除期間が長い 

 水稲作における雑草防除の目標は、雑草害と種子生産の防止である。水稲が生育し

て田面全体を覆うようになると、水稲群落内では太陽光が遮られ雑草の出芽、生育が

抑えられる。つまり、水稲が健全に生育した場合には水稲群落が雑草を抑えてくれる

ので、雑草防除が必要な期間は水稲が田面を覆うようになるまでである。この雑草を

防除する必要がある期間を「要防除期間（または必要除草期間）」という。 

水稲群落内の相対照度が 50%を下回る時期以降に発生したノビエはほとんど出穂

しないとされる。水稲群落内の相対照度（障害物がない水稲群落外の照度に対する群

落内の照度の割合）が 50%以下になる時期を植調協会研究所（茨城県牛久市）の直播

水田で調べたところ、4 月下旬播種の直播栽培では播種後 80 日以降、5 月中旬播種の

直播栽培で播種後 55～60 日以降であった。移植栽培での必要除草期間は 40～50 日

とされているので、直播栽培ではその期間が移植栽培よりも 20 日以上も長い。水稲

の出芽、生育は温度による影響を大きく受けるので、寒冷地以北での必要除草期間は

さらに長くなる（図-3）。 
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図-3 水稲栽培での雑草の要防除期間と除草剤の残効期間 

 

（４） 問題となる雑草の種類が多い 

 水田雑草は「水辺」に棲む植物のなかでも特に稲作に伴う水田管理に適応した植物

である。ひと口に「水辺」と言ってもその環境は様々であり、常に土壌が湿っている

湿潤状態、ごく浅い水深で浸される湿地、ある程度水深が深くなる湖沼など、それぞ

れの環境で育つ植物種は異なる。 

 

 
図-4 水生植物帯の垂直分布（大滝末男 原図） 

「日本水生植物図鑑（大滝・石戸 1980）」より 
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図-4 は「日本水生植物図鑑（大滝・石戸 1980）」に掲載されている水生植物の水

環境（水深）を軸にした垂直分布である。水がかかるかかからないかの水際の湿生植

物帯から水深の深い沈水植物帯まで、様々な水環境に適応した植物の生育帯が示さ

れている。 

この水生植物の垂直分布にヒントを得て、水田で生育する植物群（水田雑草）に絞

って、水田内で起こり得る水環境への適用性を著者の判断で示したのが図-5 である。 

 

 

図-5 水田雑草の水分適応性と生育場所 

 

水深が深い場所で生える草種は嫌気条件を好む植物であり、その反対に水深が浅

い（あるいは湿潤な）環境でよく生育する草種は好気条件を好む植物である。水稲移

植栽培では、収穫前の一定期間を除けば、湛水環境で出芽、生育できる植物が主な雑

草となる。具体的には、ヒルムシロ、オモダカ、クログワイ、コナギ、イヌホタルイ

などの嫌気条件を好む雑草は水深 10cm 程度の深い湛水条件でもよく出芽、生育し、

ミズガヤツリ、タマガヤツリ、タイヌビエのような 5cm 程度以下の湛水深であればよ

く出芽、生育する植物が主要雑草となる。さらに水深が浅い条件を好むアゼナ類やタ

ウコギなども近年の移植栽培でよく問題となる。湛水直播栽培では、播種後に水稲の

出芽を促すために落水、浅水管理を行うことが多いが、ここで出芽、生育するのは好

気条件を好む植物で、イヌビエ、アゼガヤ、ヒデリコ、タカサブロウ、クサネムなど

がよく問題となる。播種後の一定期間を乾田状態で管理する乾田直播栽培では、さら

に好気条件を好む植物の出芽がみられ、イボクサ、アメリカセンダングサ、オオクサ

キビ、コゴメガヤツリなど、移植栽培ではあまり問題にならない草種も出芽する。こ

れらは入水後も生育する。このように、水稲直播栽培では移植栽培ではあまり問題に

ならない好気条件を好む雑草がよく出芽し、生育する。また、直播栽培であっても水

稲生育期間の大部分は湛水で管理するので、移植栽培で問題になる雑草は直播栽培
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でも出芽、生育する。その結果、直播栽培で問題となる雑草の種類は移植栽培よりも

多くなる。 

 一つの除草剤で防除できる草種には限りがあることから、防除すべき雑草の種類

が増えると、それら全ての雑草をカバーすべく除草剤の組み合わせを考える必要が

あり、結果的に使用する除草剤の使用回数を増やさざるを得なくなる。直播栽培で使

用可能な除草剤は、もともと移植栽培で登録があった除草剤を直播栽培に適用拡大

したものが多い。適用拡大にあたっては、直播水稲への安全性は厳しく評価されてい

るものの、対象となる雑草は移植栽培で評価された草種をそのまま引き継いでいる

場合が多い。適用拡大のための試験を行ってはいるものの、薬効評価が十分ではなか

った草種も直播栽培で発生する。雑草の種類が多くなる（移植栽培ではあまり問題と

ならなかった雑草が直播栽培で問題となる）ことも、除草剤の薬効不足や使用回数が

増える要因の一つである。 

 

安定した除草効果を得るために 

 前項までは作物（水稲）とその播種技術、あるいは雑草の種類からみた直播栽培の

難しさについて述べたが、本稿では除草剤の作用性や水田内での挙動に焦点を当て

ながら、安定した除草効果を得る方策を考えたい。 

 

（１）除草効果（雑草に対する除草剤の作用） 

直播除草剤の薬効、すなわち除草剤が雑草の出芽や生育にどのように作用して枯

死に至らしめるのかは除草剤の種類によって様々に異なる。除草剤の吸収部位が植

物の茎葉部なのか根なのか、体内に吸収された有効成分は篩管や導管を通じて移動

するのか吸収部位の近辺に留まるのか、有効成分が作用する場所は茎葉部なのか移

動先の生長点あるいは地下貯蔵器官なのか、そういった有効成分の動きや作用部位

により除草効果の発現の様相（枯れゆく症状やスピードなど）が異なる。一口に除草

効果と言ってもその様相は様々であるが、ここでは単純化して、最終的に雑草をどの

程度防除できたのかを除草効果として、その作用を考えることにする。 

 除草剤の薬効は、生育している雑草に散布してそれを枯らす効果（茎葉処理効果）

と、土壌に散布して生えてくる雑草を抑える効果（土壌処理効果）、の２つに分けて

考えることができる。前者の茎葉処理効果は、除草剤の効果発現が最大になると見込

まれる処理後 1～数週間以内の残草量を無処理区と比較して、生育していた雑草がよ

く枯れたかどうかが評価される。後者の土壌処理効果は、除草剤処理後の十分に長い

日数を経過したのちに残草量を無処理区と比較して、どれほど長く雑草の発生を抑

えたかが評価される。 

図-6 は、水稲用除草剤の移植栽培での初期剤、中期剤、後期剤、一発処理剤の特

徴を視覚的に把握するために、それぞれの茎葉処理効果と土壌処理効果の大きさを

概念図として示したものである。ここで、縦軸は防除できる雑草の大きさが大きいほ

ど茎葉処理効果が高いことを示し、横軸は処理後の雑草の出芽を抑える期間が長い
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ほど土壌処理効果が高いことを示す。後期剤（ベンタゾンナトリウム塩液剤など）は

茎葉処理効果が高く、大きく生育している雑草の防除には有効であるが、処理後の雑

草を抑える土壌処理効果はほとんどない。一方、初期剤（ブタクロール・ペントキサ

ゾン乳剤、ピラクロニル 1 キロ粒剤など）は土壌処理効果が高いものの生育中の雑草

に対する茎葉処理効果はあまり無い。一発処理剤や中期剤は、茎葉処理効果と土壌処

理効果の両方を併せ持つ除草剤である。除草剤が持つこれらの除草効果を最大限に

発揮させることが効果的な除草剤の使い方ということになる。 

 

 
図-6 水稲用除草剤の土壌処理効果と茎葉処理効果（概念図） 

 

 

（２）茎葉処理効果を高める 

 除草剤が有する茎葉処理効果は除草剤を使用するときの雑草の生育ステージ（ノ

ビエ葉齢など）が処理晩限を超えると効果不足になることが多い。処理晩限がノビエ

2 葉期、すなわちノビエ 2 葉期までの有効性が確認された除草剤について、処理時の

ノビエ葉齢と除草効果との関係を図-7 に示した。 
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図-7 除草剤処理時のノビエ葉齢と除草効果 

ノビエ 2 葉期までの有効性が確認された除草剤の 1 例 
（完全防除：100％ 効果なし：0％） 

 

この図の縦軸は除草剤処理 30～40 日後の除草効果（100%は完全防除）であるが、

処理晩限であるノビエ 2 葉期までの処理であれば安定した除草効果が得られること

を示している。しかし、処理晩限を僅かに超えたノビエ 2.5 葉期の処理になると除草

効果が低下する事例が増える。10%以下の残草だと問題無いように思えるかもしれな

いが、その後の雑草繁茂により水稲の減収の懸念があることから除草効果が不十分

とされている。漏水や大雨によるオーバーフロー、厳しい高温や低温といった除草効

果を阻害する要因さえなければ安定した除草効果が得られるはずなので、まずは晩

限を超えない時期に除草剤を使用することがなによりも重要である。なお、雑草の茎

葉部に液剤を処理する場合、処理直後の降雨により茎葉部に付着した薬液（有効成分）

が雨水とともに流れ落ちることが懸念される。処理前後に降雨の可能性がある場合

には使用上の注意を参照し適正に処理する。また、落水条件で散布するベンタゾンナ

トリウム塩液剤の使用上の注意事項には「散布後少なくとも３日間（浅水処理は５日

間）はそのままの状態を保ち，・・」とあるが、同じように直播栽培で落水散布する

フロルピラウキシフェンベンジル乳剤では「乾田または落水状態で散布する際は早

め（3 日以内）に入水してください」と記載されており、処理後の水管理が除草剤で

異なる場合があることも知っておきたい。 

 

（３）土壌処理効果を高める 

 移植栽培における一発処理剤であれば除草剤処理後 45～50 日、初期剤では処理後

20～30 日の調査で実用性が確認されており、この期間は雑草の発生を抑えることが

期待されている。しかしながら、湛水直播栽培では播種後落水管理が一般的に行われ

ており、そのような圃場では入水後の減水深が大きくなることもしばしばみられる。

減水深が大きくなると、除草剤処理後の残効期間（効果の持続期間、雑草発生を抑制

する期間）が短くなる（渡邊ら 2003）。図-8 は、減水深が比較的大きな圃場で湛水
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直播栽培を行い、畦畔版（畦シート）を用いて除草剤処理区を多数設置して、各区の

入水後の減水深と除草剤の残効期間を調査して、それらの関係を示したものである。 

 

 

図-8 除草剤処理後の減水深がノビエ発生抑制期間に及ぼす影響 

減水深が大きい圃場で湛水直播栽培を実施（渡邊ら 2003 を改変） 

 

 

通常であれば処理後 40 日以上（初期剤では 25 日以上）の残効期間が期待される除

草剤であっても、2cm/日以上の激しい漏水条件では 10～25 日程度で残効が無くなり、

後発雑草の対策を早めに行う必要が生じる。また、除草剤処理後に激しい降雨があっ

た場合も、土壌表面に形成される除草剤の処理層が叩きつける雨粒によって破壊さ

れることにより期待された土壌処理効果が得られないことがある。激しい雨が予測

される場合には、土壌表面への雨粒の影響を小さくするために、田面水が畦畔を超え

てオーバーフローしないように注意しながらも、一定の水深を確保しておくことを

対策の一つとして考えておきたい。 

 

（４）水田内での有効成分の動き 

 安定した土壌処理効果を得るためには水管理が重要であるが、水田内での除草剤

成分の挙動の面から水管理について考えてみたい。 

除草剤有効成分の水田内での挙動を図-9 に示した。まず、除草剤が水田に散布さ

れると、粒剤であれば土壌表面におかれた粒から有効成分が田面水に溶けだす。フロ

アブル剤では比較的早く有効成分を含む懸濁液が田面水中に広がり、ジャンボ剤や

少量拡散型粒剤では自身が有する拡散性能によって水中に拡がる。それぞれの剤型

によって広がるスピードに若干の違いはあるものの、有効成分あるいはそれを含む

懸濁液等が水中に均一に分布するという点では、湛水散布する多くの水稲用除草剤

の共通するところである。 
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図-9 水田内での除草剤有効成分の動き 

 

田面水中に均等に分布した有効成分は徐々に下方移動して土壌表面に定着し、そ

こで有効成分濃度の高い処理層を形成する。処理層の厚さは代かき後の土壌粒子の

定着状況によっても異なり、代かき後に土壌粒子がなかなか落ち着かず、いつまでも

田面水が濁るような土壌で除草剤を処理した場合には処理層が深くなることがある。

また、土壌混和処理では、処理後に土壌表層が人為的に攪拌されるので処理層は深く

なる。処理層では有効成分は土壌に吸着されているものと土壌水中に溶解している

ものが存在し、両者は平衡状態にある（吸着する成分の割合は土壌により異なり、そ

の程度は吸着係数で示される）。溶解している有効成分の濃度が薄くなると吸着して

いた有効成分が土壌から離れて溶解する。雑草や作物に吸収されるのはこの溶解し

ている有効成分である。除草剤の吸着の程度は土壌の有機物含量、粘土鉱物の種類、

土性等により異なるが、有機物含量の少ない砂壌土では、吸着している有効成分は少

なく溶解している有効成分の割合が高い。そのため、このような土壌では有効成分が

雑草に吸収されやすいので除草効果が高くなるが、その一方で水稲にも取り込まれ

やすく薬害が生じやすい傾向がある。 

土壌表層から発芽・出芽した雑草の実生は処理層で有効成分を吸収し枯死する。雑

草が発芽・出芽後ただちに枯死するので、発芽、出芽していないように見える。これ

が雑草の出芽を抑える土壌処理効果である。水稲の種籾が処理層よりも下層に置か

れるか、水稲の根の多くが処理層の下に分布していれば有効成分の吸収は少ない。一

方で、種籾が土壌表面あるいはごく表層に播種された場合は、処理層の中で雑草と同

じように有効成分を吸収し、その影響を受ける懸念が生じる。「１－（２）水稲の株

元が浅い」の項で述べたとおりである。土壌処理層に落ち着く有効成分濃度やその後

の除草剤濃度の減衰には散布後の水管理が重要となるが、それについては次項で解

説する。 
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（５）除草効果に影響する水管理 

 散布された除草剤の有効成分

が土壌表面に落ち着くまでは数

日～1 週間かかるとされ、この間

は有効成分の田面水中濃度は高

い（図-10）。有効成分を多く含ん

だ田面水が圃場外に流出すると

土壌表層に落ち着くはずだった

有効成分がその分少なくなり、処

理層の有効成分濃度が低下する。

環境保全の観点から除草剤散布

後 7 日間は圃場外への田面水の

流出防止が求められているが、散

布した除草剤有効成分の全てを

土壌処理層に定着させるために

も、この時期の止水管理は重要で

ある。 

 

散布後に土壌表層の処理層に

定着した有効成分は、徐々に分解

されて、その濃度は時間とともに

減衰する。それが雑草発生を抑え

る濃度を下回ると除草効果が無

くなり、後発雑草を抑えられなく

なる（図-11Ａ）。有効成分濃度の

減衰は自然分解だけでなく、田面水の流出によっても起こる。田面水中の有効成分は

水の動きとともに圃場外に流出するが、土壌に吸着した有効成分も水中に溶けだし

て水の動きとともに移動するので、田面水の流出は処理層の有効成分濃度の減衰を

助長する。有効成分濃度の減衰程度が大きければ、除草剤の残効期間は短くなる（図

-11Ｂ）。前述したような除草剤散布後数日以内の流出も処理層の有効成分濃度の低

下をもたらし、除草剤の残効期間が短くなる（図-11Ｃ）。いずれにしても、田面水を

できるだけ水田内にとどめ置くことが、有効成分濃度の大きな減衰を防ぎ、除草剤の

残効期間を長く保つことに繋がる。なお、田面水の流出は畦畔からの流出（横方向の

流出）と下方への減水（縦方向の漏水）があるが、除草効果への影響がより大きいの

は前者とされている。 

 

 

図-10 除草剤処理後の有効成分の田面水中

濃度の推移（植調協会 1995） 
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（６）圃場の均平度と除草効果 

圃場が均平でない場合、高い場所では土面が露出しやすく、そこで残草が多くなる

ことはよく知られるが、以下に述べるようなこともあるので注意したい。 

現在普及している水稲用除草剤の多くは、散布後田面水中を均一に漂うように製

剤設計され、散布数日後には田面水中濃度が圃場全体で均一になるとされている。田

面水中濃度が圃場全体に均一に分布するということは、水量が豊富な場所では有効

成分量が多く、水量が少ない場所では有効成分量も少ないことを意味する。その結果、

圃場内各所における田面水量の違いにより、土壌表層の処理層に定着する有効成分

量も場所により異なることになる。そこで重要となるのが圃場の均平度である。すな

わち、圃場全体の土面が均平であればどの場所でも田面水の量に違いは無く、有効成

分が圃場全体で均一に落ち着く。しかし、圃場内の土面の高低差が大きければ、水深

が深い場所では有効成分量が多く、水深が浅い場所では有効成分が少なくなるので、

土壌表層での有効成分量が多い場所と少ない場所が生じてしまう（図-12）。 

したがって、十分な量の有効成分量を圃場全体に均一に定着させるためには、圃場

の均平にも気を配る必要がある。なお、圃場が不均平な場合は、圃場全体の水深を深

くすることで場所による水深の違いを小さくすることができるので、除草剤散布の

際には考慮に入れておくとよい。 
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図-12 除草効果に影響する圃場内の水深の違い 

 

 

さいごに 

 水稲直播栽培の雑草防除には前述した難しさはあるものの、多くの除草剤が登録

され、それらを組合せた体系処理により雑草防除技術が確立されている。一方で、経

営規模の拡大にともない、直播栽培といえども除草にかかる経費の節減やより省力

的な栽培技術に対する生産現場からの要望は大きい。そのため、1 回の除草剤散布に

よる一発防除技術の開発が進められた。湛水直播栽培に限られるが、2025 年 2 月現

在で 9 剤（商品としては 16 剤）が直播水稲一発処理剤としての実用性が確認されて

いる。いずれも、現場で想定される要防除期間や雑草および水稲の生育差を考慮しな

がら開発された除草剤である。その開発の経緯と使用上の注意点の詳細については

本誌の記事として掲載されているので（渡邊 2021）、そちらを参照いただきたい。 

 本稿で詳しく触れなかった乾田直播栽培については、農研機構によるプラウ耕・グ

レーンドリル鎮圧体系や振動ローラー式乾田直播、愛知県による不耕起 V 溝直など、

様々な乾田直播体系が開発され、各地で普及が進んでいる。生産コストの低減や省力

性の面でのメリットの大きさから、経営規模の拡大にともなってさらに普及するこ

が期待されている。雑草防除については、雑草種の多さや土壌水分条件等による除草

効果の不安定性など、湛水直播栽培よりもさらに難しい面があるものの、その普及が

追い風となって新しい直播栽培向けの除草剤の開発が進むことが期待される。それ

ぞれの直播栽培体系の技術開発により、水稲直播全体の普及につながることを期待

したい。 
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秋田県における 2025 年の水稲直播栽培の作柄解析 

秋田県農業試験場 作物部 

納谷　瑛志 

 秋田県では、県内生産者や関係機関への栽培技術情報(以下、作況ニュース)を年 8 回発

行し、気象経過や水稲の時期別生育状況に対応した情報提供を行っている

(https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/7167)。その中で、2001 年から直播栽培の

項目を加え、水稲直播栽培気象感応試験を継続して行っている。 

本県の 2025 年の作況単収指数は 103 であった。 

本報では、秋田県農業試験場で行った水稲直播栽培気象感応試験の作柄解析結果につい

て報告する。 

１１.. 試試験験方方法法おおよよびび気気象象経経過過

１１））試試験験方方法法

(1)試験場所：秋田市雄和(秋田農試圃場)

(2)土壌タイプ：細粒グライ土

(3)供試品種：｢あきたこまちＲ｣

(4)播種月日：2025 年 5 月 9 日

(5)播種様式：湛水直播(潤土土中条播)

(6)播種量(乾籾換算)：4.89kg/10a

(7)コーティング：カルパー粉粒剤 16 を乾籾比で 1.0 倍量粉衣

(8)施肥量：N-P2O5-K2O 8-8-8(kg/10a) N は速効性：緩効性＝1：1、追肥無し。

(9)水管理：播種後は落水管理とし、播種粒数の 10％出芽を確認後湛水管理。

 落水期間（5 月 9 日～5 月 20 日）、中干し期間(7 月 4 日～7 月 14 日) 

(10)病害虫・雑草防除：表 1 のとおり実施

(11)調査項目：苗立ち本数、苗立ち率、生育ステージ、草丈、茎数、葉数、葉緑素計

値、収量、収量構成要素、玄米タンパク質含有率、玄米外観品質等

※平年値は脚注に記載がない場合、過

去 10 年間（2015～2024 年）の平均値を

示す。 

※2025 年から「あきたこまち」から「あ

きたこまちＲ」に全面切り替えとなっ

たが、両品種の生育や収量等は同等で

あることなどから、「あきたこまち」と

「あきたこまちＲ」 を区別する必要が

ない場合は、銘柄名である「あきたこ

まち」と記載する。 
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２２））生生育育期期間間のの気気象象経経過過  

図 1 に秋田農試水田圃場に設置した気象観測装置の半旬毎の気温と降水量を示す。  

(1)気温 

   5 月の気温は 3、5、6 半旬で低く、4 半旬で平年並であった。6 月の気温は 1 半旬

では平年並であったが、その後は平年よりも高く推移した。7 月の気温は全半旬を通

して平年よりも高く推移した。8 月の気温は 2 半旬においてのみ平年より低くなった

が、その他の半旬では高く推移した。9 月の気温は、１、2、3 半旬で高く、4、5 半

旬では平年並となった。 

(2)降水量 

     5 月の降水量は 3、6 半旬で少なく、4 半旬で多かった。6 月の降水量は 1、2、6 半

旬で少なく、5 半旬で多かった。7 月の降水量はほとんどなく、月全体を通して少な

く経過した。8 月の降水量は月全体を通して多く経過し特に 2 半旬で多くなり、5 半

旬では少なくなった。9 月の降水量は 1 半旬で多く、2、3 半旬で少なかった。 

 

 

 

 

 

  

図 1 2025 年の気象経過 

※秋田農試気象観測装置による(平年値：2015～2024 年) 
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２２..直直播播水水稲稲｢｢ああききたたここままちち｣｣のの生生育育概概況況 

１１））出出芽芽・・苗苗立立ちち状状況況  

   ｢あきたこまち｣の出芽・苗立ち       

状況について表 2 に示す。 

苗立ち率は33％(平年差-29ポイ

ント)、苗立ち本数は 46 本/㎡(平

年比 55％)で平年よりも少なくなった。 

播種から 10％出芽までの日数は 10 日(平年差+2 日)、播種から出芽揃期(苗立ち本

数の 90％が出芽した時期)までの日数は 15 日(平年差+1 日)と平年よりもやや遅くな

った。 

      本年は、播種後 10 日間の平均気温は 15.8℃（平年差-0.1℃）と平年並となったが、

播種後に断続的な降雨が続き、充分な落水条件にならなかったことが考えられる（図

2.3）。 

 

 

  

２２））生生育育経経過過  

(1)草丈・稈長および茎数・穂数の推移 

   草丈は生育期間を通して平年より長く推移し、減数分裂期の草丈は 83.2cm（平年

比 106％）、成熟期の稈長は 94.9m(平年比 115％)と長くなった (図 4)。 

   茎数は、苗立不足により生育期間を通して少なく推移し、成熟期の穂数は 432 本/

㎡(同 92％)と少なくなった。最高茎数は 500 本/㎡（平年比 78％）で、平年より少

なく、有効茎歩合は 86.4％(平年差＋10.3 ポイント)と高かった(図 5、写真 1、2)。 

 

  

表2　出芽･苗立ち状況

苗立ち率 苗立ち本数
播種～10%
出芽日数

播種～出芽
揃期日数

(%) (本/㎡) (日) (日)

33 46 10 15

-29 55% +2 +1

年次

2025年

平年比･平年差
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(2)葉緑素計値および葉数の推移 

   葉緑素計値は、生育期間を通して平年並～低く推移し、減数分裂期における葉緑

素計値は 34.3(平年比 98％)と平年並となった(図 6)。 

   葉数は生育期間を通して概ね平年並に推移し、最終主稈葉数は13.0葉(平年差+0.4

葉)と平年並となった(図 7)。 

写真 1 イネ４葉期頃の生育状況 

     （6 月 10 日撮影)  

写真 2 減数分裂期頃の生育状況 

     （7 月 28 日撮影) 
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(3)生育ステージと成熟期の生育 

  生育ステージと成熟期の生育概況、代表稈による分解調査を表 3、4、5 に示す。 

  幼穂形成期は 7 月 18 日(平年差-1 日)で平年並だったが、減数分裂期は 7 月 26 

日(同差-5 日)、出穂期は 8 月 5 日(同差-3 日)、穂揃期は 8 月 7 日(同差-5 日)、成熟期は

9 月 19 日(同差-3 日)と減数分裂期以降の生育が平年より早まった(表 3)。 

  成熟期の稈長は 94.9cm(平年比 114％)、穂長は 18.1cm(同 106％)と平年並、倒伏程

度は 3.5(平年差+1.8)と平年より大きくなった(表 4)。分解調査における稈長も平年よ

り長くなっており、倒伏を助長したと考えられた。（表 5） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

(4)収量および収量構成要素   

  収量および収量構成要素を表 6 に示す。 

   穂数は 432 本/㎡(平年比 92％)と少なかったが、１穂当たり籾数は 69.4 粒(同 104％)

と多かったため、㎡当たり籾数は 30.0 千粒(同 97％)と平年並であった。登熟歩合は

79.4％（平年差-10.6）と低く、千粒重は 23.5g(平年比 102％)、精玄米重は 56.7 ㎏/a(平
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年比 102％)と平年並であった。玄米外観品質は 2.0（平年差-0.5）と平年並、玄米タン

パク質含有率は 6.3％（同差+0.2 ポイント）とやや高かった（表 6）。 

(5)粗玄米の粒厚分布 

   粗玄米粒厚分布を図 8 に示す。 

   粒厚分布は 1.9mm 以上 2.0mm 未満が 7.9％（平年値 13.3％）、2.0mm 以上 2.1mm 未満

25.3％（平年値 38.8％）、2.1mm 以上 2.2mm 未満が 46.9％（平年値 33.3％）、2.2mm 以

上が 16.0％（平年値 10.8％）であり、1.9mm 以上の割合は 96.1％（平年値 96.2％）と

平年並であった。また、2.1mm 以上の割合は 62.9.％(平年値 44.1％)と粒厚が大きいも

のは平年に比べて多くなった（図 8）。 

 

  

３３））ままととめめ  

    2025 年の秋田県農業試験場における｢あきたこまち｣の水稲直播栽培は、7 月上旬

から 9 月中旬の高温により、減数分裂期以降の生育ステージの進展が早まった。 

   また、平年に比べて草丈は長く推移し、稈長は長くなった。茎数は少なく推移し、

穂数も少なくなった。 

   収量構成要素は、穂数は少なくなったが、1 穂籾数が平年より多かったことにより、

㎡当たり籾数は平年並となった。登熟歩合は平年より低く、千粒重及び収量は平年並

となった。また、倒伏程度は平年に比べて大きく、外観品質は平年並、玄米タンパク

質含有率はやや高かった。 
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新新たたにに直直播播水水稲稲へへのの適適用用がが拡拡大大さされれたた除除草草剤剤（2025.3.13～2026.3.18） 

  

公益財団法人 日本植物調節剤研究協会 

技術部 技術一課  

  阿部 秀俊 

 

ははじじめめにに  

水稲直播栽培の登録除草剤について、前報までに２０２５年３月１２日付登録分ま

での適用内容を紹介した。本報では、その後約１年間（２０２６年３月１８日付まで）

に新たに適用可能となった薬剤や既登録剤の主な登録内容の変更について解説し、末

尾には農薬ラベルに記載される使用時期の見極め方や薬害など湛水直播栽培での注

意点を記述した。また、今回紹介した薬剤の登録内容の一覧表（参考資料 １）、直播

水稲に登録のある除草剤一覧表（参考資料 ２）や表面播種栽培(鉄コーティング直

播など)で実用性が評価された薬剤の一覧表（参考資料 ３）も添付した。水稲直播栽

培での除草剤使用にあたって参考にしていただけると幸いである。 

 

適適用用がが拡拡大大さされれたた除除草草剤剤  

稲１葉期を処理早限とする除草剤は、ノビエ２.５葉期を処理晩限とする、ラオウ

ジャンボＭ／豆つぶ２５０の２剤が、ノビエ３葉期を処理晩限とする、カウンシルコ

ンプリートＦＧ、カクシン１キロ粒／楽粒、ボデーガードプロＦＧの４剤が、ノビエ

４葉期を処理晩限とするゲパードギアジャンボ／エアー粒、レブラスギアジャンボ／

エアー粒の４剤が直播水稲に新規登録となった。 

中・後期に使用する除草剤では、グランクロスＺ１キロ粒、ソニックブームＺ１キ

ロ粒、バサグラン・スカイ液、ワイドパワーフロアブルの４剤が直播水稲に新規登録

となった。 

既登録剤では、クサウェポン１キロ粒、ジャスタ１キロ粒の使用量０.５ｋｇにお

いて、適用雑草にヘラオモダカが追加された。マイティーワンフロアブルの使用量が

３３ｍＬに拡大された（使用時期：湛水直播のは種直後～ホタルイ 1葉期但し、収穫

９０日前まで)。 

ラオウ１キロ粒／フロアブルは無人航空機による散布が可能となり、ラオウフロア

ブルについては水口施用も可能となった。アカツキ１キロ粒は使用時期が収穫前６０

日まで拡大された。 

ロイヤント乳剤は適用雑草にオオクサキビが追加され、アレイルＳＣは使用方法の

記載が”湛水散布または落水散布“から”雑草茎葉散布または全面散布”に変更され

た。 

以上、新たに直播水稲に登録となった薬剤や登録の拡大内容について紹介したが、
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登録薬剤の中には乾田直播栽培、湛水直播栽培のいずれかに限定されている薬剤、地

域や土壌条件により使用時期が異なる薬剤などがある。実際の使用に当たっては、使

用上の注意に記載されている内容も必ず農薬ラベルで確認し、誤使用が無いようくれ

ぐれも注意していただきたい。 

 また、近年は稲１葉期以前に散布しても安全性が高く、効果の持続性に優れ、高葉

齢のノビエに卓効を示す剤が多くなるなど、従来剤以上の性能を示す除草剤も試験に

供されるようになってきた。除草効果の長期持続性と生育の進んだ雑草に有効である

点は、直播栽培で必須とされる体系処理を是正でき、栽培期間中一回の処理で防除可

能な剤の誕生が期待されていた。２０１７年度の水稲関係除草剤適用性試験より当協

会では「直播水稲一発処理剤」開発のための新たな区分を設けた。２０１８年度にア

シュラジャンボ／フロアブル／1 キロ粒、２０１９年にジャスタ 1 キロ粒、クサウェ

ポン 1 キロ粒、カウンシルエナジー1 キロ粒、アバンティ 1 キロ粒、カウントダウン

1 キロ粒、２０２０年にカウンシルエナジージャンボ／フロアブル、アバンティジャ

ンボ／フロアブル、カウントダウンジャンボ／フロアブル、２０２１年にストレング

ス１キロ粒の実用性が確認された。今後も本研究会誌で紹介する予定であるので注目

して頂きたい。 
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農農薬薬ララベベルルにに記記載載さされれるる処処理理早早限限とと処処理理晩晩限限のの意意味味ととそそのの見見極極めめ方方  

 直播水稲に適用がある除草剤の使用時期は、主に稲に対する薬害の面から処理早限

が、十分な除草効果を確保するため処理晩限が決められており、また、作物残留の面

から収穫前日数が規定されている。 

 使用時期欄の処理早限は、稲の葉齢を目安として表示されることが多く、「稲出芽

揃～」「稲１葉期～」などと記載される。稲出芽始は約２割の出芽を認めた時期を、稲

出芽揃は目標とする苗立ち数の約９割の出芽を認めた時期を指す。鞘葉や不完全葉の

土壌表面からの抽出を出芽とするため、現場では、鉄コーティングなどの表面播種で

は鞘葉の抽出個体を、カルパーコーティングなど土中播種では不完全葉の抽出個体を

数える場合が多い。稲１葉期は出芽した稲の平均葉齢が１葉となった時期を、同様に

稲３葉期は平均葉齢が３葉となった時期を指す。葉齢を数える際は、稲の不完全葉（葉

身を持たず葉鞘部のみの葉）の次に抽出・展開した葉を第１葉と数える（図１）。寒地

や寒冷地など、低温で稲の出芽がダラダラと長期におよぶ場合は、苗立ちの遅れた稲

に薬害を生じることがあるので注意が必要である。 

 一方、処理晩限は雑草の生育ステージを目安として表示されることが多く、一般的

にはノビエの葉齢で規定され「～ノビエ２．５葉期」「～ノビエ３葉期」などと記載さ

れる（図２）。ノビエの葉齢は最高葉齢で表示されているため、寒地や寒冷地など、低

温でノビエの発生が不揃いとなったり、ノビエの発生量が少なく葉齢の確認が難しい

圃場では、処理時期を失しないよう注意が必要である。また、中・後期除草剤には「稲

幼穂形成期前まで」と記載される場合もあるので必ず確認して使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図１ １．２葉期のイネ          図２ ノビエの葉齢 
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  図１ １．２葉期のイネ         図２ ノビエの葉齢 
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湛湛水水直直播播栽栽培培のの播播種種方方法法とと薬薬害害にに関関すするる注注意意点点  

 除草剤には根から吸収されることで稲に強い薬害を生じさせるものが多いため、直

播栽培での使用では特に注意が必要となる。直播栽培では、土壌表層付近に播種され

ることに加え、稲の出芽前後から生育初期という極めて敏感な時期での使用も多いた

め、条件によっては強く除草剤の影響を受けることがある。具体的には、湛水直播栽

培では条播、点播、散播や表面播種など播種方法で播種深度が異なり、土中播種の条

播や点播では播種深度が０．５～１cm 程度となり比較的安全性は高いが、同じ土中播

種でも散播では播種深度が表層の直下～０．５cm 程度と浅いため、土壌表面に露出す

る種子の割合が多い。さらに、鉄コーティング種子に至っては、基本的に土壌表面へ

の播種となるため、稲の根と除草剤の接触頻度が高くなり、発芽不良、苗立ち不良や

強い生育抑制など深刻な薬害を受ける危険性が高まる。 

当協会では、独立行政法人をはじめ道府県の農業試験場等で実施した除草剤の薬

効・薬害試験データを基に、有識者により除草剤の実用性を検討している。直播栽培

に使用する除草剤については、薬害回避の面から鉄コーティングなど表面播種の直播

栽培で安全性が確認された薬剤をＷｅｂページ上で公開している（※）。２０２５年

１２月までに実用性が確認できた薬剤は別添一覧表（参考資料 ３）のとおりで、一部

の薬剤はカルパーコーティング直播の使用時期、すなわち農薬ラベルの使用時期と異

なる。実際に鉄コーティング直播において使用する際、安全性の場面で参考となるの

で適宜活用いただきたい。 

なお、農薬ラベルには使用基準を補足するために使用上の注意が記載されている。

実際の使用に際しては事前にラベルの内容を十分に確認することが肝要である。 

 

おおわわりりにに  

水稲直播栽培では、本報で記述したように登録薬剤でも播種方法の違いや微妙な処

理時期の違いにより強い薬害を生じる場合があり、農薬ラベル上で安全性の検証され

た土壌条件を確認できないのは、除草剤を安全に使用する上で特に気がかりな点であ

る。この点については、当協会で「直播水稲技術指標原案」を作成するなど、指導者

に対し情報提供を行っており、農薬メーカーにも現場への情報提供について協力を呼

び掛けているところである。 

 

※植調協会ＨＰアドレス http://www.japr.or.jp/ 
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本会誌第 48 号までは、農研機構東北農業研究センターと農林水産省東北農

政局によって 8月に開催される「水稲低コスト技術等検討会及び東北農業試験

研究会議作物生産推進部会直播研究会」において、東北農政局から各県に要請

して提出された資料のうち、各県及び東北農政局にご了承頂いた内容を掲載さ

せて頂きました。 

今回発行する会誌 49 号においては、昨年 3月に会誌 48 号に掲載させて頂い

た東北 6県の県別の「水稲の低コスト生産に向けた取組状況」について、東北

農政局において更新されることになったため、同局のご厚意で、更新後の資料

のうち各県にご了承頂いた内容を掲載させて頂きました。 

掲載をご了承頂いた東北農政局及び関係県にお礼申し上げます。 

（水稲直播研究会）               

 

東東北北ににおおけけるる水水稲稲のの低低ココスストト生生産産にに向向けけたた取取組組状状況況  

【【農農林林水水産産省省東東北北農農政政局局  提提供供】】  
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北興化学工業株式会社 
 

楽粒【らくりゅう】は、北興化学工業株式会社の独自の製剤技術によって開発された拡散
型製剤で「楽して、楽しく」を念頭に開発された。ほ場の大小問わず、ほ場に入らずに散布
することが可能です。使い方は、田面水をやや深め(水深 5~6cm)にして、250g/10a を散布
するだけです。ドローンの場合は開度 100%でほ場中央部を一筋飛行し、散布するだけで作
業が終わります。現在、直播水稲の登録を有している楽粒ラインナップは増え、「サキガケ
楽粒」「ワザアリ楽粒」「ノックアウト楽粒」「カクシン楽粒」となっています。農業を取り
巻く環境は刻々と変化し、近年では農業従事者の高齢化、担い手への農地の集約、ほ場の大
規模化などの問題が生じています。楽粒は移植水稲および直播水稲の除草作業の効率化・省
力化によって農業が抱える問題に取り組んでいきます。 
 
 
 
 
 
  

除草作業は「楽して、楽しく」♬ 
1ha ほ場でも水田内に入らず省力的に水田雑草を防除！ 
ドローンによる散布がもっと省力・省エネに！ 

※拡散の様子を見やすくするために浮遊剤を処理しています 

    の拡散 

楽粒の紹介と上手な
使い方はこちらから
ご覧いただけます 

楽粒の紹介 上手な使い方 

楽粒散布直後 楽粒散布 5 秒後 楽粒散布直前 

 
 
直播栽培(湛水・乾田)は、ほ場が大規模化するため、除草剤の散布に時間がかかります。そ
こでおすすめしたいのが「楽粒」の「無人航空機(ドローン)」による散布です。ほ場内に入
ることなく薬剤の散布ができ、小さい稲を傷めることがありません。また、ドローンによる
作業のため大規模圃場でも散布作業に費やす時間と労力を削減できます。さらに、楽粒の無
人航空機による散布は中央部または中央部の風上側を一筋飛行するだけで散布が終わるた
め、1 キロ粒剤などと比べて散布時間が削減され、ドローンのバッテリー消費も抑えること
ができます。 
 
 
1ha ほ場における楽粒、1 キロ粒剤の作業時間(ドローン散布比較) 

剤型 搭載重量 散布ルート 開度 作業時間 バッテリー消費 
 

2.5kg 中央部散布 100% 1 分 49 秒 16% 

1 キロ粒剤 10kg 複数回往復 8% 7 分 34 秒 90% 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

は無人航空機の散布でも力を発揮！ 

楽粒の散布ルート 1 キロ粒剤の散布ルート 楽粒は拡散力に優れているため
ほ場の中央部を 1 筋飛行する 
だけで散布が完了します。 

バッテリー消費を
約 80％削減 

2023 年 一般社団法人農林水産航空協会 農林航空技術センター試験 
試験地   ：新潟県⻑岡市  供試資材  ：楽粒（250g/10a）、1 キロ粒剤（1kg/10a） 
試験規模  ：1ha       使用機種  ：T-10（粒剤散布装置）【DJI ジャパン株式会社】 
調査方法  ：散布装置に楽粒 2.5kg、1 キロ粒剤 10kg を積載し、離陸から着陸までの作業時間を記録。   
     バッテリー消費は各フライト前後のプロポの表示から記録。 
飛行ルート ：楽粒はほ場の中央部付近を開度 100%で 1 筋散布。1 キロ粒剤は開度 8%で複数回隣接往復。 

1 キロ粒剤の散布と比較して作業
時間とバッテリー消費量が削減さ
れました。ほ場の中央部を散布す
るためドリフトリスクも少ない。 
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ることなく薬剤の散布ができ、小さい稲を傷めることがありません。また、ドローンによる
作業のため大規模圃場でも散布作業に費やす時間と労力を削減できます。さらに、楽粒の無
人航空機による散布は中央部または中央部の風上側を一筋飛行するだけで散布が終わるた
め、1 キロ粒剤などと比べて散布時間が削減され、ドローンのバッテリー消費も抑えること
ができます。 
 
 
1ha ほ場における楽粒、1 キロ粒剤の作業時間(ドローン散布比較) 

剤型 搭載重量 散布ルート 開度 作業時間 バッテリー消費 
 

2.5kg 中央部散布 100% 1 分 49 秒 16% 

1 キロ粒剤 10kg 複数回往復 8% 7 分 34 秒 90% 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

は無人航空機の散布でも力を発揮！ 

楽粒の散布ルート 1 キロ粒剤の散布ルート 楽粒は拡散力に優れているため
ほ場の中央部を 1 筋飛行する 
だけで散布が完了します。 

バッテリー消費を
約 80％削減 

2023 年 一般社団法人農林水産航空協会 農林航空技術センター試験 
試験地   ：新潟県⻑岡市  供試資材  ：楽粒（250g/10a）、1 キロ粒剤（1kg/10a） 
試験規模  ：1ha       使用機種  ：T-10（粒剤散布装置）【DJI ジャパン株式会社】 
調査方法  ：散布装置に楽粒 2.5kg、1 キロ粒剤 10kg を積載し、離陸から着陸までの作業時間を記録。   
     バッテリー消費は各フライト前後のプロポの表示から記録。 
飛行ルート ：楽粒はほ場の中央部付近を開度 100%で 1 筋散布。1 キロ粒剤は開度 8%で複数回隣接往復。 

1 キロ粒剤の散布と比較して作業
時間とバッテリー消費量が削減さ
れました。ほ場の中央部を散布す
るためドリフトリスクも少ない。 
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サキガケ楽粒【農林水産省登録：第 24559 号】 
有効成分： イプフェンカルバゾン…10.0% 、テフリルトリオン…12.0% 
   フロルピラウキシフェンベンジル…2.0% 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水稲直播栽培で使用できる楽粒製品【2026 年 1 月 1 日現在の登録内

容】 

の水稲直播種栽培でのドローン散布事例 

作物名 適用雑草名 使用時期 使用量 本剤の 
使用回数 使用方法 

移植 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、ヘラオモダカ 
オモダカ、クログワイ、シズイ、セリ 
エゾノサヤヌカグサ、ナガエツルノゲイトウ 

移植直後〜ノビエ 
3 葉期 但し､移植後
30 日まで 250g 

/10a 1 回 

湛水散布､湛水周縁散布､
水口施用又は無人航空機
による散布 

直播 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ 

稲 1 葉期〜ノビエ 
2.5 葉期 但し､収穫
90 日前まで 

湛水散布又は無人航空機
による散布 

 

製品ページ 
2 次元コード 250g 入 

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数 ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数 ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙを含む農薬の総使用回数 

2 回以内 2 回以内 3 回以内 

楽粒は良く拡がり、散布時間が短くなったよ 

散布時（6 月 12 日） 散布 37 日後 散布 18 日後 
2023 年 水稲乾田直播栽培 現地 90a ほ場試験 

慣行区 試験地   ：北海道    
試験規模 ：90a 
播種日 ：5 月 1 日  
出芽前除草 ：A 剤、B 剤 
薬剤処理日 ：6 月 12 日 
供試資材 ：サキガケ楽粒（250g/10a） 
散布方法  ：ドローンによる散布 

（DJI AGRAS MG-1） 
処理時の稲の葉齢：1.0〜3.5 葉期  

 生産者コメント 

 
 
ワザアリ楽粒【農林水産省登録：第 24606 号】 
有効成分： イプフェンカルバゾン…10.0%、テフリルトリオン…12.0% 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノックアウト楽粒【農林水産省登録：第 24710 号】 
有効成分： シメトリン…6.0%、テフリルトリオン…10.0%、 
   トリアファモン…2.0%、ベンフレセート…18.0% 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カクシン楽粒【農林水産省登録：第 24916 号】 
有効成分： イプフェンカルバゾン…10.0%、ジメスルファゼット…6.0% 
   テフリルトリオン…10.0% 
 
 
 
 
 
 
 
 

作物名 適用雑草名 使用時期 使用量 本剤の 
使用回数 使用方法 

移植 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ、オモダカ 
クログワイ 

移植直後〜ノビエ 
3 葉期 但し､移植後
30 日まで 250g 

/10a 1 回 

湛水散布､湛水周縁散布､
水口施用又は無人航空機
による散布 

直播 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ 

稲 1 葉期〜ノビエ 
3 葉期 但し､収穫 
90 日前まで 

湛水散布又は無人航空機
による散布 

 ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数 ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数 

2 回以内 2 回以内 

ｼﾒﾄﾘﾝを含む農薬の総使用回数 ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数 ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝを含む農薬の総使用回数 ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄを含む農薬の総使用回数 

2 回以内 2 回以内 2 回以内 2 回以内 

製品ページ 
2 次元コード 

製品ページ 
2 次元コード 

250g 入 

250g 入 

作物名 適用雑草名 使用時期 使用量 本剤の 
使用回数 使用方法 

移植 
水稲 

一年生及び多年生雑草 
アオミドロ・藻類による表層はく離 

移植後 7 日〜ノビエ 
3.5 葉期 但し､移植後
30 日まで 250g 

/10a 1 回 

湛水散布､湛水周縁散布､
水口施用又は無人航空機
による散布 

直播 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワミ
ズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ 
アオミドロ・藻類による表層はく離 

稲 1 葉期〜ノビエ 
3.5 葉期 但し､収穫
90 日前まで 

湛水散布又は無人航空機
による散布 

製品ページ 
2 次元コード 250g 入 

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数 ｼﾞﾒｽﾙﾌｧｾﾞｯﾄを含む農薬の総使用回数 ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数 

2 回以内 2 回以内 2 回以内 

作物名 適用雑草名 使用時期 使用量 本剤の 
使用回数 使用方法 

移植 
水稲 

一年生雑草 
多年生広葉雑草 

移植直後〜ノビエ 
3 葉期 但し､移植後
30 日まで 250g 

/10a 1 回 

湛水散布､湛水周縁散布､
水口施用又は無人航空機
による散布 

直播 
水稲 

一年生雑草、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ 

稲 1 葉期〜ノビエ 
3 葉期 但し､収穫 90
日前まで 

湛水散布又は無人航空機
による散布 

HP アドレス https://www.hokkochem.co.jp/ 

Ⓡは北興化学工業株式会社の登録商標です 
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ワザアリ楽粒【農林水産省登録：第 24606 号】 
有効成分： イプフェンカルバゾン…10.0%、テフリルトリオン…12.0% 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノックアウト楽粒【農林水産省登録：第 24710 号】 
有効成分： シメトリン…6.0%、テフリルトリオン…10.0%、 
   トリアファモン…2.0%、ベンフレセート…18.0% 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カクシン楽粒【農林水産省登録：第 24916 号】 
有効成分： イプフェンカルバゾン…10.0%、ジメスルファゼット…6.0% 
   テフリルトリオン…10.0% 
 
 
 
 
 
 
 
 

作物名 適用雑草名 使用時期 使用量 本剤の 
使用回数 使用方法 

移植 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ、オモダカ 
クログワイ 

移植直後〜ノビエ 
3 葉期 但し､移植後
30 日まで 250g 

/10a 1 回 

湛水散布､湛水周縁散布､
水口施用又は無人航空機
による散布 

直播 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ 

稲 1 葉期〜ノビエ 
3 葉期 但し､収穫 
90 日前まで 

湛水散布又は無人航空機
による散布 

 ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数 ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数 

2 回以内 2 回以内 

ｼﾒﾄﾘﾝを含む農薬の総使用回数 ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数 ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝを含む農薬の総使用回数 ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄを含む農薬の総使用回数 

2 回以内 2 回以内 2 回以内 2 回以内 

製品ページ 
2 次元コード 

製品ページ 
2 次元コード 

250g 入 

250g 入 

作物名 適用雑草名 使用時期 使用量 本剤の 
使用回数 使用方法 

移植 
水稲 

一年生及び多年生雑草 
アオミドロ・藻類による表層はく離 

移植後 7 日〜ノビエ 
3.5 葉期 但し､移植後
30 日まで 250g 

/10a 1 回 

湛水散布､湛水周縁散布､
水口施用又は無人航空機
による散布 

直播 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワミ
ズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ 
アオミドロ・藻類による表層はく離 

稲 1 葉期〜ノビエ 
3.5 葉期 但し､収穫
90 日前まで 

湛水散布又は無人航空機
による散布 

製品ページ 
2 次元コード 250g 入 

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数 ｼﾞﾒｽﾙﾌｧｾﾞｯﾄを含む農薬の総使用回数 ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数 

2 回以内 2 回以内 2 回以内 

作物名 適用雑草名 使用時期 使用量 本剤の 
使用回数 使用方法 

移植 
水稲 

一年生雑草 
多年生広葉雑草 

移植直後〜ノビエ 
3 葉期 但し､移植後
30 日まで 250g 

/10a 1 回 

湛水散布､湛水周縁散布､
水口施用又は無人航空機
による散布 

直播 
水稲 

一年生雑草、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ 

稲 1 葉期〜ノビエ 
3 葉期 但し､収穫 90
日前まで 

湛水散布又は無人航空機
による散布 

HP アドレス https://www.hokkochem.co.jp/ 

Ⓡは北興化学工業株式会社の登録商標です 
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植物⽣⻑調整剤 農林⽔産省登録
第１７４２３号／第１７４２４号

⽔稲直播の成功のカギは『安定した出芽苗⽴ち』

種もみの準備からコーティング作業、
またコーティング籾の保管上の
ポイントを解説しています。
（作業の⼀連の様⼦も収録）

収量・品質の安定化に向けた
⽔管理のポイントは3時期。
各時期の狙い・効果や留意点など
を解説しています。

コーティング作業のポイント ⽔管理のポイント

カルパーを用いた水稲直播の特長

催芽種⼦を酸素発⽣資材「カルパー」でコーティング
登録のある殺⾍剤や殺菌剤との同時コーティングで病害⾍対策

❷播種後、⼟壌中の⽔分と反応して酸素を発⽣
湛⽔・過湿条件下の酸⽋を防ぎ、出芽を早く、安定させる
❸⼟中播種でも根張り・苗⽴ちが揃う
初期⽣育が安定し、雑草防除・⽔管理の計画を⽴てやすい

カルパー直播で⼗分な収量と美味しいお⽶作りに挑戦しませんか
コーティング作業や⽔管理のポイントを動画でご紹介
※⼆次元コードを読み取ると、YouTubeに繋がります

農業総合情報サイト「マイナビ農業」にて、
カルパー直播で⾷味・収量・作業性に
納得の結果を得ている現場の声をご紹介。

（過酸化カルシウム粉粒剤） 保⼟⾕化学⼯業㈱の商標

カルパー マイナビ農業



－ 65 －

お問い合わせ先：カルパー普及会
保⼟⾕化学⼯業㈱／⽇本化薬㈱／北興化学⼯業㈱／協友アグリ㈱／三井化学クロップ&ライフソリューション㈱
【事務局】保⼟⾕ＵＰＬ㈱ （TEL）03-6852-0500 （E-mail）hodogayaupl@hodogaya-upl.com

植物⽣⻑調整剤 農林⽔産省登録
第１７４２３号／第１７４２４号

有効成分 過酸化カルシウム 16.0%
性 状 類⽩⾊微粒及び粗粉 45〜150μm
荷 姿 ３×８袋

適⽤範囲と使⽤⽅法

過酸化ｶﾙｼｳﾑ
を含む農薬の
総使⽤回数

適⽤地帯使⽤⽅法本剤の
使⽤回数使⽤量使⽤時期使⽤⽬的作物名

１回全域

湿粉⾐
（地上は種⽤、
空中散播及び
無⼈ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰに
よる散播⽤）

１回乾燥種籾重量の
等倍〜２倍重

は種前
浸種後

発芽率の向上
苗⽴歩合の安定

直播
⽔稲

使⽤上の注意事項
1. 本剤は⽔分を吸収すると固化して使⽤できなくなるので、開封後は使い残しのないようにしてください。
2. 粉⾐に際しては下記の事項に注意してください。

1）粉⾐には浸漬した種籾を⽤い、⼗分⽔切りした後に粉⾐してください。
2）種籾の浸漬では、ゆっくり吸⽔催芽させ鳩胸程度に⽌めること。芽を切った種籾は粉⾐の際に芽を⽋損するおそれがあるので

使⽤しないでください。
3）種籾を消毒する場合は、本剤の粉⾐前に種⼦消毒剤の所定濃度液に浸漬してください。
4）粉⾐処理は専⽤の回転式粉⾐機⼜は⾃動式粉⾐機を使⽤すると効率的です。
5）回転式粉⾐処理は攪拌が容易で、薬剤および⽔の投与が簡単な容器で⾏ってください。

種籾を⼊れ攪拌しながら本剤の所定量の⼀部を少量投⼊してください。本剤が種籾に付着し、余分な本剤がとびはじめたら
噴霧器等で⽔の噴霧を開始してください。⽔は連続で噴霧しながら、本剤を少量ずつ投⼊してください。粉⾐状態を⾒ながら
投⼊をくりかえします。本剤所定量の少量を残した時点で⽔
の噴霧を⽌めてください。⽔の噴霧を⽌めた後、この少量残した本剤を投⼊し３分間攪拌を続けてください。

6）粉⾐処理の際浸漬した種籾の⽔切りが不⼗分であったり、⼀時に⽔を多量に噴霧すると本剤を投⼊した時に薬剤や種籾が
団⼦状になり、均⼀な粉⾐ができなくなるので注意してください。

7）本剤を粉⾐した種籾を３０分程度ゴザ等にひろげ、陰⼲しをして薬剤が固まってから網袋にいれてください。
当⽇播種できない場合は、⾵通しがよく⾬⽔がかからない場所にスノコ等の上にむれないように保存してください。
また、乾燥しすぎると粉⾐の破損が⼤きくなるので早めに播種してください。

8）使⽤後の容器などはそのまま放置すると、均⼀な粉⾐ができなくなるので充分清掃してください。
3. 本剤を粉⾐した種籾を湛⽔直播⽔稲栽培で使⽤する場合は下記の事項に注意してください。

1）播種する時は、植代かき後の⽔の濁っている時、または植代かき後⼟壌表⾯が柔らかいうちに、粉⾐した種籾が⼟中に
埋没するように播種してください。

2）本剤を乾燥種籾重量の等倍から２倍量未満で使⽤する場合には落⽔出芽法を併⽤し、発芽苗⽴を促進するために播種直後から
出芽始めまでの間落⽔し、⽥を乾かしてください。北海道を除く全域において本剤を乾燥種籾重量の２倍量で使⽤する場合には
必ずしも落⽔出芽法と併⽤する必要はありません。

3）本剤を２倍量より少ない量で粉⾐処理した場合、特に播種機を利⽤の播種では想定した播種量より繰出し量が多くなるので
播種開始前に播種量を調整してください。

4）空中散播および無⼈ヘリコプターによる散播で使⽤する場合、各散播機種の基準に従ってください。
4. 本剤を北海道において乾⽥直播早期湛⽔栽培で使⽤する場合には、北海道の⽔稲乾⽥播種早期湛⽔栽培暫定基準に従ってください。
5. 本剤の使⽤に当たっては、使⽤量、使⽤⽅法等を誤らないように注意し、特に初めて使⽤する場合には、病害⾍防除所等関係機関の

指導を受けてください。

安全使⽤上の注意事項
1.本剤は眼に対して強い刺激性があるので眼に⼊らないよう注意してください。眼に⼊った場合には直ちに⽔洗し、

眼科医の⼿当を受けてください。
2.使⽤の際は保護眼鏡、不浸透性⼿袋などを着⽤してください。使⽤後は洗眼してください。
3.直射⽇光をさけ、⾷品や酸類と隔離した場所に密封して冷涼・乾燥した所に保管してください。吸湿すると固結するので、

特に湿気に注意してください。

（２０２６年３⽉現在の登録内容）
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水稲直播研究会委員等による各地の研修会・検討会への参加 
及び現地指導等の実績（令和７年度）

水稲直播研究会 

全国各地の生産現場等からの要請を受けて、各地区・組織が実施する水稲直播に関する

技術研修会・研究会・検討会等に、水稲直播研究会の委員を派遣し、会員も参加して、コ

ーティング技術、その後の水管理、雑草防除等水稲直播栽培に係る基本技術について、現

地での調査や生産者への指導、成績の評価、講演等を行っている。また、会員企業や研究

機関等からの要請を受けて、研究会委員が技術的助言等を行っている。 

今年度は、例年の活動に加え、昨年度から行っているＪＡ全農東北営農資材事業所が行

う東北地域の全農の県本部の職員向けの水稲直播勉強会への講師派遣、農林水産省が主

催する「田植え不要の米づくりコンソーシアム」（第１回及び第２回）への参加等の活動

を行うとともに、新たな地域からの現地指導等への依頼が増加し、それぞれに対応した。 

また、最近の水稲直播栽培への関心の高まりを反映して、研究会のホームページのお問

合せコーナーや事務局への電話等により、これまで水稲直播栽培に取り組んでいなかっ

た生産者やマスコミを含む外部からの問い合わせ等が多く寄せられている。 

令和７年度における現地指導等の活動内容及びホームページや電話での問合せ等の概

要は以下のとおりである。 

１ 現地指導等の活動内容 

期 日 活動の内容 場 所 参加委員等 

R7.6.12 

6.25 

6.26 

7.18 

現地研修会 

湛水直播での深水管理等 

に係るカルパー普及会資 

料の検討 

全農東北営農資材事業所 

東北地区水稲直播勉強会 

講演 

現地研修会 

新潟：さんとう北部水直播研究

会ほ場巡回指導 

東京：穀物乾燥貯蔵施設協会事

務所 

青森：全農東北営農資材事業所 

宮城：JA 加美よつば直播研究 

会 

会長、委員 2 名 

会長、委員 3 名、事務 

局、会員１社 

会長 

会長、委員 1 名、会員 1 

社 
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8.6～7  

9.25 

水稲直播・水稲低コスト

技術等検討会 

第１回田植え不要の米づ

くりコンソーシアム 

宮城：東北農政局・宮城県主催 

東京：農水省主催（節水型乾田 

直播関係） 

会長、委員 2 名、事務局 

会員 10 社 28 名 

全体参加者 64 名 

会長、事務局（会場）、委

員 2 名（Web）、会員 

10.20 

11.17 

 11.20 

11.25 

12.12 

12.17 

R8.1.20 

2.10 

（一社）農林水産航空・ 

農業支援サービス協会設 

立式典 

農研機構スマート農業施

設供用推進プロジェクト

室との IPCSA と水稲直播

研究会との連携に係る意

見交換 

第 13 回農業普及活動高 

度化全国研究大会 

木更津市農協冨来田稲作 

部会への講演 

現地研修会での講演 

第 2 回田植え不要の米づ 

くりコンソーシアム 

近畿農政局との 2 月の講 

演会打合せ 

福井県そまやまビレッジ 

等へのカルパー研修等 

東京：JA 共済ビル 

茨城：農研機構本部 

東京：AP 日本橋 

東京：都道府県会館 

千葉：木更津市農協稲作部会研 

修会（中郷経済センター） 

東京：農水省主催（水稲直播栽 

培全体関係） 

東京：穀物乾燥貯蔵施設協会事 

務所 

東京：保土谷 UPL 本社 

会長、事務局、会員 7社 

会長、委員 2 名、事務局 

会長（web）、事務局（会 

場） 

会長、委員１名、事務局 

会長 

会長、事務局（会場） 

委員 3 名（Web）、会員 

会長、事務局 

会長、委員 1 名、会員 1 

社、事務局 
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（備 考） 

 

２ ホームページ及び事務局への電話等での相談事項（一部１と重複）  

4 月 3 日：奈良県の福祉法人から、ＨＰの問合せで、稲作を息子に引継ぐため直播栽培の 

検討を行いたいので、資料及び近隣の農家の紹介を要望 

4 月 14 日：大阪府の個人から、「乾田不耕起直播栽培」についてＨＰで問合せ 

4 月 21 日：高知県から、事務局へ今後の講師派遣について電話で相談 

2.18 

～19 

 

 

2.20 

 

 

2.25 

  ～26 は環境にやさしい栽培技     

 

 

 

2.27 

 

 

3.4 

 

 

3.6 

 

 

  3.11 農林水産祭シンポジウム 山形（Web） 

 

3.30 

令和７年度全国農業シス

テム化研究会最終成績検

討会 

 

保土谷 UPL（カルパー普

及会）との打合せ 

 

「東近江地区省力的また 

術に関する検討会及び営 

農推進講演会」での講演 

 

現地研修会 

 

 

新稲作研究会成績検討会 

 

 

丹南地区青年農業者クラ 

ブでの意見交換会 

 

 

JA さがみ海老名市中部 

営農組合への講演 

東京：アルカディア市ヶ谷及び 

Web 

 

 

東京（Web）：保土谷 UPL ホスト 

 

 

滋賀： 近畿農政局等主催 

八日市ロイヤルホテル 

 

 

新潟：さんとう北部直播研究会 

の反省検討会 

 

東京： 東京証券会館（会場及び 

Web 参加） 

 

福井：福井県南越合同庁舎 

    

 

 （

東京：Izumi Rental 会議室  

会長、事務局（会場）、 

会員 2社 参加者500名 

 

 

会長、委員 2 名、事務局 

 

 

会長、委員 1 名 

 

 

 

 

会長、委員 1 名 

 

 

会長、事務局、会員 2社 

参加者 373 名 

 

会長、委員 1 名、事務局 

 

 

会長、事務局 

 

会長、事務局 

おしの農場） 

令和７年度は、上記の活動の他、リニューアルしたホームページの更新等のため、ホー

ムページ作成・更新を依頼している外注先業者と会長・事務局との間で、適宜、検討・

打合せをメール等で行い所要の更新を行うとともに、ホームページの問合せ欄等を通

じて相談のあった案件（以下の２を参照）について委員と事務局で適宜対応した。 

4 月 3 日：奈良県の福祉法人から、ＨＰの問合せで、稲作を息子に引継ぐため直播栽培

の検討を行いたいので、資料及び近隣の農家の紹介を要望
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4 月 14 日：大阪府の個人から、「乾田不耕起直播栽培」についてＨＰで問合せ

4月 21 日：高知県から、事務局へ今後の講師派遣について電話で相談

4 月 24 日：ＪＡ全中の農政部水田・畑作農業対策課から、全中への直播栽培の問合せの

対応に関する当研究会の協力について、事務局へ電話で要望

4 月 29 日：静岡県の個人からＨＰの問合わせで、スクミリンゴガイとイネカメムシに対

して農薬以外の防除方法について問合せ

4月 30 日：NHK おはよう日本から、乾田直播のリサーチのため、事務局へ電話で問合せ

5月 12 日：日本農業新聞から水稲直播、特に乾田直播についての取材

（会長、事務局長で対応）

6 月中旬 :合同会社から会誌への投稿要望への対応

6 月中旬：肥料・農薬メーカー関係団体から、入会の検討について事務局へ電話で相談

7月 24 日：共同通信社への取材対応（会長、委員 1名、事務局）

7月 28 日：町田市の外食店から、同社のＨＰと当研究会のＨＰをリンクしたい旨の要望。

7 月 30 日：大阪府の生産者から、狭い圃場で使える水稲直播用の播種機について事務局

へ問合せ

8 月 4 日：農水省穀物課を通じて、愛媛県下の市長から直播についての相談

9月 5 日：福岡県の会社の営業職から、九州の水稲直播面積等についてＨＰで問合せ

9月末～10 月中旬：月間農業雑誌ニューカントリー編集部からの乾田直播関係執筆依頼へ

の対応（会長、委員、事務局）

11 月 7 日：「グリーン化に向けた新たな環境直接支払交付金の設計のための緊急調査事業」

への対応について農水省及びコンサルティング会社との打合せ

（会長、事務局）

11 月28日：近畿農政局からの滋賀県東近江市での直播技術支援について事務局へ相談

12 月 4 日：カントリーエレベーター建設企業から、直播栽培水稲の収穫後の乾燥調製に

関して、事務局に電話で問合せ

1月 23 日：民間育種会社から研究会の会費・入会等について、電話で事務局に問合せ

1月 28 日：研究機関から研究会の入会等について、事務局に問合せ

2 月 19 日：神奈川県から、県内農協の部会から県の研究機関にあった直播についての相

談について、事務局に同部会へ当研究会の対応を依頼

2月 19 日：奈良県から、湛水直播でのジャンボタニシ対策について事務局に問合せ

3 月 3 日：技術士から、顧客の農家へ水稲直播について指導するため、直播技術に係る

情報提供について電話で事務局に相談

注：原則として当初の相談等があった日を記載しているが、委員等と相談者が対面で打合

せ等を行った場合は、当該日を記載している。
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本誌から転載する場合は、本会の許可を得てください。 
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